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令和８年 築上町教育委員会（６月定例会）議事録 

 

１．日 時  令和８年６月２５日（木） 午前１０時３０分開会 

 

２．場 所  築上町役場 議会委員会室 

 

３．出 席 委 員  小林 正尚 教育長職務代理者、折本 美佐子 委員、正野 法子 委員、 

行實 鉄平 委員、久保 ひろみ 教育長 

  

４．欠 席 委 員  な し 

  

５．傍 聴 者  な し 

  

６．事務局出席者  則松 裕司 学校教育課長、桑野 智 生涯学習課長、 

樽本 知也 教育施設整備室長、濱田 健太郎 学校教育課参事、 

中原 寿浩 学校教育課課長補佐、藤江 崇 教育施設整備室課長補佐、 

岡部 勇祐 学校教育係長、野村 仁資 スポーツ振興係長、 

岡部 孝徳 社会教育係長、宮内 智久 指導主事、 

寺門 東 指導主事、上原 泰 指導主事、 

木下 寿一郎 地域活動指導員 

 

７．会議内容 

（１）開会 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、定刻になりましたので、築上町教育委員会令和８年６月

定例会を開会いたします。 

 委員の皆様方におかれましては、定例会に御出席をいただきまして、ありがとうございます。 

 行實委員から、築上町教育委員会会議規則第３条の２の規定により、オンラインによる会議参

加の申出がありましたので、これを許可します。 

 本日は、報告事項が６件、議案が３件でございます。 

 それでは、本日の会議次第を御覧ください。 

 委員の皆様にお諮りします。報告２、教育委員会事務局職員の人事異動については、職員の人

事異動に係る事項に当たるため、会議規則第４条の規定により、非公開で報告したいと思います
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が、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（久保 ひろみ君）  異議ないものと認めます。 

 なお、非公開案件につきましては、公開案件の終了後に報告をさせていただきます。 

 それでは、本日の会議の議事録署名人を、会議規則第１１条第２項の規定により、小林委員を

議事録署名人に指名します。 

（２）前回議事録の承認 

○教育長（久保 ひろみ君）  では、２点目の前回議事録の承認でございます。 

 事務局からお願いいたします。 

○学校教育課長（則松 裕司君）  学校教育課、則松でございます。５月定例会の議事録データに

つきましては、事前に共有フォルダにアップロードして、委員の皆様に御確認をお願いしており

ました。昨日時点で修正の要望等はございませんでしたので、このまま御承認をお願いしたいと

思っております。 

 事務局からは以上でございます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ただいま事務局から前回議事録について報告がございました。承認

してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（久保 ひろみ君）  異議なしと認めます。前回議事録は承認されました。 

（３）教育長報告 

報告１ 教育長会議報告ほか 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、報告１、教育長会議の報告でございますけれども、まず

は、前回の教育委員会以降でございますが、６月１日から町議会がございまして、１９日の閉会

までが議会がございました。 

 また、６月５日には、福岡県立築上西高等学校の体育大会のほうに出席をさせていただきまし

た。 

 また、６月１２日は、退職の校長会と現職の校長会との意見交換がありましたので、その会に

参加をさせていただきました。 

 また、６月１４日、京築地区退職女性管理職会の総会に出席をさせていただきました。この大

きな議案は、この女性管理職の会が発展的解消をするということで、県のほうの組織のほうも今

年度末をもって退職女性管理職会が解散ということに伴いまして、京築地区をどうするのかとい

う話合いがございました。その中で、皆さん方、それぞれの地区で交流は深めていきたいという

ことはありますけれども、京築地区の退職女性管理職の会も一定の目的を達成したということで、
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今年度末をもって閉会をするということになりました。女性管理職も当初は非常に少なかったん

ですけれども、福岡県においても全国平均よりも高い女性の管理職の比率が出てきたということ、

そして、全国でいきますと、石川県においては６０％以上、女性管理職が占めるというような状

況も出てきたので、もう初期の目的は達成したということで、この管理職の会も発展的解消とい

うことで閉会を決めたところでございます。 

 それから、６月の２２日には、公民館運営審議会がございました。この中で、今後の公民館及

びコミュニティーセンターの運営について審議をしていただいたところでございます。 

 また、同日の夜、椎田中学校区の小中一貫校の開校準備協議会がありました。参加していただ

いた委員の皆様、本当にありがとうございました。これから閉校・開校に向けてしっかりと準備

をしていきたいと思っております。 

 また、６月２３日は、福岡教育大学の附属小倉中学校の長期派遣研修の中間報告会に行ってま

いりました。椎田中学校の永尾教諭が、長期派遣研修で行っております。非常に寒い中ではあり

ましたが、体育、水泳の授業を見てきたところでございます。本人しっかりと頑張って、１年間、

いい研修をしてくれればと思っております。 

 また、６月２４日、昨日でございますけれども、福岡県重点課題の連絡協議会がありまして、

ＳＴＥＡＭ等の教科横断的な取組について椎田中学校区で取り組んでおりますが、その最終年度

ということで、１１月に最終報告会がありますが、授業を通して福岡県教育委員会等々の御指導、

そして、山本教授の御指導を受けて、さらに最終報告会、充実したものになるようにこれから進

めてまいりたいと思っているところです。 

 以上がこれまでの１か月間の私の活動の様子でございますが、教育長会議の報告についてはま

たフォルダの中に資料を載せております。何か見ていただいて分からない点、御質問があれば伺

いたいと思いますが、いかがだったでしょうか。よろしいですか。──それでは、何かまたあり

ましたら、御質問、遠慮なくしていただきたいと思います。 

（４）事務局報告 

報告３ 築上町議会６月定例会の報告について 

○教育長（久保 ひろみ君）  続いて、報告３、築上町議会６月の定例会の報告についてです。 

 事務局から報告をお願いします。 

○学校教育課長（則松 裕司君）  学校教育課、則松でございます。６月議会について御報告いた

します。 

 ６月議会は、先ほど教育長のお話にありましたが、６月１日から１９日までの日程で開催され

ております。議案は、補正予算、それから条例の制定と改正、人事案件の計１２議案が審議され、

全議案承認されております。 
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 それでは、教育委員会所管の議案について御説明いたします。 

 教育委員会所管の議案については、補正予算が１件、条例改正が１件でございます。 

 補正予算については、一般会計補正予算（第１号）になりますが、先月、５月２９日の定例会

で概要を説明しておりますので、改めての内容説明は控えさせていただきますが、学校教育課と

生涯学習課から説明したとおりの計上の項目、金額で可決されております。 

 続きまして、条例改正につきましては、こちらも５月２９日の委員会で説明しておりますので、

詳細は割愛しますが、いじめ問題専門委員の報酬を重大事態に限って報酬の支給区分を日額から

時給に改めるものでございまして、こちらについても可決されております。 

 次に、一般質問でございます。９名の議員が一般質問を行っております。質問の一覧につきま

しては、共有フォルダ、事務局報告の中の議会定例会報告というフォルダがありまして、その中

にアップしております。令和８年第２回定例会一般質問というＰＤＦファイルがございますので、

お時間の都合があるときに御覧いただければと思います。時間の都合もありますので、概略のみ、

ここでは御説明をさせていただきたいと思います。 

 なお、詳細につきましては、御存じのとおり、ユーチューブで既に配信されておりますので、

お手数ですが、そちらを御確認いただければと思っております。 

 学校教育課所管分の一般質問は、３名の議員から質問があっております。 

 まず、最初の質問ですが、本町が取り組むＩＣＴ教育について質問がありました。本町では、

手書きや実体験のアナログと、それから生成ＡＩやタブレット端末等の活用によるデジタルの利

点を融合したハイブリットな指導を展開しているということ、それから、児童生徒の健康につい

ては、夜間の利用制限、健康指導によって児童生徒の健康を守っているということ、それから、

生成ＡＩについては、ＡＩを子どもたちの主体的な学びのパートナーとして位置づけ学習を展開

しているということと、あと、教職員の新規の教職員の指導についてはどうかという質問もあり

ましたので、その指導については、中村学園大学の山本教授をアドバイザーに迎え、実践的な研

修をしているということと、指導主事によるきめ細かな伴走支援を通じて教職員のサポート体制

を構築し、職員研修をしているということを説明しております。 

 また、同じ議員から、統合後の学校の跡地の利用について質問がありましたので、現時点では、

学校跡地の具体的な活用方法は決定していないということと、今後、行政、地域、民間、いずれ

かで利用することになると思いますので、どういう利用をしていくかという大枠な方針を定めて、

その後に各施設の立地、それから地域のニーズを踏まえた個別の利用方法を検討していくという

こと、それから、方針が決定するまでの間、一時的な利用も考えられますので、そういった場合

については、個別の施設ごとに利用の目的、それから施設の老朽度や安全性、維持コストなどを

総合的に勘案して、その都度、個別に判断して対応してまいりたいということを説明しておりま
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す。 

 続きまして、中学校就学前の学校間交流について質問がございましたので、本町としては、中

１ギャップの解消に向けて、小学校間の合同授業や中学校への体験入学、それから様々な行事で

の児童の交流を進めて、中学校に入ったときに円滑な進学を支援するように取り組んでいるとい

うことを説明しております。 

 最後に、子どもたちを守るための包括的性教育について質問がございましたので、性教育につ

いては、全ての学校で年間計画に基づいて、担任、それから養護教諭、それから外部の講師によ

る講演会などで計画的に実施しているということ、それから、子どもたちに人権や多様性の尊重、

それから自分と相手を大切にする教育を、小中一貫教育などを通じて学校活動全体で幅広く展開

しているということと、今後は、９年間の小中一貫教育を使って人間関係づくり等を着実に支援

するということを答弁しております。 

 学校教育課からは以上でございます。 

○生涯学習課長（桑野 智君）  生涯学習課、桑野でございます。生涯学習課の一般質問について

報告させていただきます。 

 ３件の質問がございました。 

 まず１件目に、子どもたちが自由に集い、スポーツを楽しめる環境整備についてどう考えてい

るのかという質問です。こちらにつきましては、現在の築上町の体育施設の整備されている場所

の説明、それから、現時点において新たな整備計画はないということの報告をしております。し

かしながら、子どもたちのニーズに耳を傾けながら、町有地の空きスペース等の有効活用を検討

する中で、その選択肢の一つとして検討してまいりたい旨、回答しております。 

 ２件目に、図書館についてということで、図書館の来場者数はどのように推移しているかとい

うことで質問を受けております。今現在に関しては、５月、平日の平均が３６０名、土日の祝日

の平均が６３０名、１８時以降は２５名ということで報告をしております。また、半年足らずで

１０万人を達成し、５月１７日にセレモニーを行った旨、報告しております。 

 ３件目の質問として、施設予約システムの導入の現時点での問題点を把握しているかという御

質問です。それに関しては、スマートフォンやパソコンからの申請を行う段階で、操作が複雑に

感じる、難しいといった、主に高齢者の利用者の皆様からのシステム操作に対する戸惑いの声が

上がっている旨を報告しております。 

 そして、今後ですけど、引き続き、利用者の皆様の声を聞き、より丁寧に利用者の皆様に寄り

添ったアフターフォローを徹底し、利便性の実感を感じていただけるように取り組んでまいりた

い旨を回答しております。 

 生涯学習課からは以上です。 
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○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございます。ただいま事務局から報告がございましたが、

質問はございませんでしょうか。よろしいですか。ありがとうございます。 

報告４ 学校教育課報告 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、続いて、報告４、学校教育課の報告です。 

 学校教育課からお願いします。 

○学校教育課長（則松 裕司君）  学校教育課、則松でございます。学校教育課からは２点報告が

ございます。 

 まず１点目です。先月の定例会で御承認いただきました拠点校部活動の要綱に基づきまして拠

点校部活動の協議がソフトテニス部で進んでおります。ソフトテニスは、現時点で両中学校単独

で活動ができているんですが、今年の３年生が卒業した後、それぞれ単体では活動できないとい

う状況になっておりまして、築城中学校を拠点校として、拠点校方式で活動を進めていくという

ことです。椎田中学校の生徒が拠点校の築城中学校に通うという形で本来はやるんですけど、今

回に限っては暫定的に平日に関してはおのおのの学校で練習をして、休日についてはしいだコミ

ュニティ俱楽部に練習を委託しておりますので、サンスポのテニスコートで両中学校合同で活動

しております。大会については、築城・椎田というチーム名で出場するということでございます。 

 ２点目でございますが、毎月報告しております区域外就学等の報告を学校教育課報告フォルダ

の中に入れておりますので、こちらについては御確認いただければと思います。 

 学校教育課からは以上でございます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ただいま学校教育課から報告がございましたが、御質問等はござい

ませんか。大丈夫ですか。 

報告５ 生涯学習課報告 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、続いて、報告５、生涯学習課報告です。 

 生涯学習課からお願いいたします。 

○生涯学習課長（桑野 智君）  生涯学習課、桑野でございます。生涯学習課から中央公民館の移

転に関して説明をさせていただきます。担当のほうから説明させていただきます。 

○社会教育係長（岡部 孝徳君）  生涯学習課社会教育係の岡部でございます。今回、資料はござ

いませんが、中央公民館の移転につきまして現時点での予定を私のほうから説明をさせていただ

きます。 

 中央公民館につきましては、令和９年度から椎田地区小中コミュニティ一体型校３階のコミュ

ニティーエリアに移転予定としてございます。そのことに伴いまして、所在地や居室名、使用料

等の変更が発生いたしますので、条例改正案作成等、準備が整い次第、改めまして今後の教育委

員会にお諮りしたいと存じます。 
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 また、令和９年３月から４月にかけまして、移転に伴う引っ越し作業等がございますので、現

中央公民館を３月１日から休館予定、新中央公民館を４月上旬から運用開始予定と考えてござい

ます。 

 今後、各課職員や利用者の皆様への周知を進めていきますとともに、御不便をおかけする期間

の代替施設利用案内に努めてまいりたいと存じます。 

 以上でございます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ただいま生涯学習課から報告がありましたが、御質問等はございま

せんでしょうか。新しい小中コミュニティ一体型の３階部分に中央公民館が移転するという件で

ございます。よろしいでしょうか。 

報告６ 指導主事報告 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、続いて、報告６、指導主事報告をお願いします。 

○指導主事（上原 泰君）  学校教育課指導主事の上原でございます。 

 指導主事報告のフォルダを御覧ください。 

 月例報告５月分について説明させていただきます。 

 いじめについては、小学校６件、中学校１件の認知件数が７件となっております。 

 続いて、不登校兆候の児童生徒数についてです。小学校が１５名、中学校が７名の計２２名と

なっております。また、不登校の児童生徒数については、小学校が２名、中学校が７名、計９名

となっております。不登校状況の児童生徒については、いずれも昨年度からの継続です。 

 また、築上町教育支援センター「あおぞら教室」の現状について御説明いたします。 

 現在、小学生が３名、中学生が３名、在室しております。最近の状況等によりますと、各小中

学校の協力の下、オンラインで授業に参加する形が確立してきております。中には、双方向のや

りとりが見られ、挙手して発言をしたり、不登校の児童生徒が教室の教員や友達から声かけされ

自己存在感が高まる場面がある授業づくりを実践している学校も出てきておりますので、非常に

いい方向に向かっていると思われます。 

 また、チャレンジ登校についても、小学校、中学校、引き続き行っておりまして、子どもと相

談・確認をし、週１回または週２回、学校に一定の時間在籍して、校内支援センターまたは教室

で授業という形も行われています。 

 さらに、中学校では、新年度になって、不登校の生徒が、部活動に入部して、その部活動があ

る水曜日は必ず午後学校に登校して少しずつ自分の選んだ部活に挑戦しているという報告も受け

ておりますので、あおぞら教室の児童生徒へ個別の支援が進められているというところでござい

ます。 

 さらに、私、生徒指導担当指導主事とあおぞら教室指導員が、６月８日から６月１９日の間、
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６日間、各小中学校を訪問させていただきました。不登校兆候・不登校児童生徒についての情報

共有とその他気になる子どもについての情報収集を行いました。非常に貴重な機会が得られたと

考えております。 

 私からは以上です。 

○教育長（久保 ひろみ君）  よろしいですか。 

 それでは、寺門指導主事、お願いします。 

○指導主事（寺門 東君）  学校教育課、寺門でございます。１か月ぐらい前になりますが、５月

２７日にＣＢＴでの県の学力調査が無事終わりました。対象は、小学校５年生、中学校１年生、

中学校２年生です。前年度から、個々人のデータを経年で見ていくということで、６月３日から

７日の間に実施報告と個人のデータを送信することになっておりました。多少の入れ違いはあっ

たんですが、実施報告、個人のデータの送信ともに無事終わっております。結果につきましては、

また９月以降に御報告させていただきます。 

 以上です。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ただいま指導主事の報告がございました。生徒指導と、それから県

の学力調査の件でございましたが、御質問はございませんでしょうか。よろしいですか。 

（５）議事 

議案第５０号 築上町立小中学校閉校記念事業補助金交付要綱の制定について 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、続いて、議事に入りたいと思います。 

 資料は、議案資料フォルダを御覧ください。──よろしいですか。 

 それでは、議案第５０号築上町立小中学校閉校記念事業補助金交付要綱の制定についてを議題

といたします。 

 では、事務局から説明をお願いします。 

○学校教育係長（岡部 勇祐君）  学校教育課の岡部でございます。議案第５０号築上町立小中学

校閉校記念事業補助金交付要綱の制定について御説明いたします。 

 資料は、議案第５０号のフォルダをお開きください。 

 この要綱ですが、築上町立小学校または中学校が閉校する際に、閉校記念事業を行うことを目

的に組織された団体に対しまして補助金を交付することを目的として定めるものでありまして、

委員の皆様も御承知のとおり、令和９年３月に閉校する椎田小学校、葛城小学校、西角田小学校、

小原小学校の各校の保護者や地域の方で組織される団体に対し、補助金を交付するものでありま

す。 

 この補助金の予算額につきましては、このたび第２回築上町議会定例会において補正予算が承

認されまして、各団体に対しまして５０万円が交付できる予算措置が行われております。 
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 本要綱案について本日御承認いただきましたら、施行後、速やかに補助金交付に係る手続を進

めてまいりたいと考えておりますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 私のほうからは以上です。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ただいま事務局から議案第５０号について説明がございました。こ

こで委員の皆様から御質問、そして御意見を受けたいと思います。どなたかございませんでしょ

うか。よろしいですか。 

○委員（行實 鉄平君）  すいません、教育長、よろしいでしょうか。 

○教育長（久保 ひろみ君）  はい、どうぞ。行實委員、お願いします。 

○委員（行實 鉄平君）  非常に大切なことだというふうにお見受けしています。そのときに、こ

れ、それぞれの団体が５０万円というものを提示して、そのお金を使ってという形でいろんな記

念事業を考えるのか、それとも、事業が先にあって、それに幾ら要るのかというものを出しても

らって、いわゆる予算ありきの記念事業なのか、それとも、こういったものを最後やりたいとい

ったところの部分での計画が出てきての予算配分なのか、そこら辺の流れというのはちょっと教

えてもらえたらと思います。 

○教育長（久保 ひろみ君）  分かりました。それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

○学校教育課長（則松 裕司君）  学校教育課、則松でございます。行實委員の質問でございます

が、本事業につきましては、各学校に実行委員会をつくっておりまして、その実行委員会から事

業の概略が出ております。その中で示された事業に対して、おおむね５０万円程度あれば足りる

であろうということで予算計上しております。 

 各実行委員会は、補助金だけで記念事業を行うのではなくて、各実行委員会で寄附金を募った

りとか、ある実行委員会は、ちくじょう祭りで児童がお店で販売して、その売上げをこの事業に

充てたりとか、そういった形で自主財源というものも確保されておりますので、そういったもの

も使って事業をやっていくということでございます。 

 あくまでも計画ですので、実際執行していくに当たって事業の規模が小さくなるということも

ございますので、その点についてはまた各実行委員会と協議しながら事業を進めていきたいとい

うふうに考えております。 

 学校教育課からは以上でございます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  行實委員、よろしいでしょうか。 

○委員（行實 鉄平君）  分かりました。 

○教育長（久保 ひろみ君）  何かありましたらどうぞ。 

○委員（行實 鉄平君）  はい。予算ありきで何しようかという活動ではなく、本当にたくさんの

いろんなことをやりたい中の一部の補助をこちらのほうでということというのがよく分かりまし
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た。できれば、それぞれ実行委員会によって濃淡あると思いますけれども、５０万円限らず、予

算があれば、大切な最後の事業だと思いますので、配分なんかも少し積極的な学校においてはと

いったところもあってもいいんじゃないかなというふうにちょっと思いましたので、むしろ予算

ありきの活動じゃないといったところが分かってほっとしました。 

 以上です。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございます。 

 ほかに御質問、御意見ございませんか。よろしいですか。 

 それでは、御質問、御意見がないようですので、議案第５０号について、承認することに御異

議ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（久保 ひろみ君）  異議なしと認めます。議案第５０号築上町立小中学校閉校記念事業

補助金交付要綱の制定については承認されました。 

議案第５１号 築上町スポーツ推進委員の委嘱について 

○教育長（久保 ひろみ君）  次に、議案第５１号築上町スポーツ推進委員の委嘱についてを議題

といたします。 

 それでは、事務局から説明をお願いします。 

○スポーツ振興係長（野村 仁資君）  生涯学習課スポーツ振興係の野村でございます。議案第

５１号スポーツ推進委員の委嘱のＰＤＦファイルをお開きください。 

 今回は、スポーツ推進委員の新任の方の委嘱となります。 

 ２ページ目のほうの表を御覧ください。 

 今回提案させていただきたいのが豊永明成さん、年齢３５歳の男性です。委嘱予定が令和８年

７月１日で、新任となります。また、地区としては、行橋市に在住ですが、現在、豊永さんが築

上町の地域総合型スポーツクラブ「しいコミ」の運営委員としてや公民館事業「足トレ」の指導

者、また、ちくじょう祭りの実行委員として、築上町の健康づくり・まちづくりに大変大きく携

わっている方で、また、スポーツ推進委員さんの推薦もあり、今回、いろいろお話を受けさせて

いただいた中で、ぜひスポーツ推進委員を務めていただきたいということで、今回、議案として

提案をさせていただきました。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ただいま事務局から議案第５１号について説明がございました。こ

こで委員の皆様から御質問、御意見を受けたいと思います。どなたがございませんでしょうか。

はい、どうぞ、お願いします。 

○委員（行實 鉄平君）  空いている枠、まだあったんじゃないかなというふうに思いますけれど
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も、積極的に、民生委員と同じようにスポーツという枠はありますけれども、地域の方と行政と

をつないでいくような役割の方々というのは非常に大切だというふうに思って、今、薄謝であり

ながらも担っていただくということを考えると、今後、後でもちょっと質問しようかなと思って

いたんですけれども、部活動の外部指導者だとか、しいコミさんが中心になってくるかもしれま

せんけれども、そういった方々から地区関係なく、所属団体関係なく、こういうふうな形で担っ

ていただくというようなことも考えていいんじゃないかなと思うんですけれども、今後、恐らく

まだ枠があったとお見受けしましたけれども、そこら辺、埋めていくような手だてって何か考え

ているのであれば教えてもらえたらと思っています。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございます。スポーツ推進委員の枠、あと何人かという

ことと、それから今後の方向性みたいなものがあれば、説明をお願いいたします。 

○スポーツ振興係長（野村 仁資君）  失礼いたしました。生涯学習課スポーツ振興係、野村でご

ざいます。現在、築上町ではスポーツ推進委員さんの枠が１９名となっておりまして、今回、豊

永さんの御承認いただければ１４名ということで、あと残り５名ということでなっております。 

 また、先ほど行實委員さんからも御指摘ありましたとおり、まだ５名の枠がございますので、

いろいろな方から推薦を受けながらとか、また、私どもスポーツに関わったりしておりますので、

これといった方をどんどんスカウトできればなと考えております。 

 以上でございます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  よろしいですか、行實先生。大丈夫ですか。 

○委員（行實 鉄平君）  できるだけ若い方を。 

○教育長（久保 ひろみ君）  そう、私もそう思います。ぜひ。 

○委員（行實 鉄平君）  ですね。 

○教育長（久保 ひろみ君）  はい。 

○委員（行實 鉄平君）  いろいろな方にもまれながらという形になるかもしれませんけど、地域

のことも知ってもらってというので、適任者がいらっしゃったら、ぜひともお声かけ引き続きよ

ろしくお願いしたいと思います。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございます。 

 ほかに御質問、御意見ございませんか。大丈夫ですか。 

 それでは、御質問、御意見がないようですので、議案第５１号について承認することに異議ご

ざいませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（久保 ひろみ君）  異議なしと認めます。議案第５１号築上町スポーツ推進委員の委嘱

については承認されました。 
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議案第５２号 築上町通学路安全推進協議会委員の委嘱及び任命について 

○教育長（久保 ひろみ君）  次に、議案第５２号築上町通学路安全推進協議会委員の委嘱及び任

命についてを議題といたします。 

 では、事務局から説明をお願いいたします。 

○学校教育課課長補佐（中原 寿浩君）  学校教育課の中原でございます。議案フォルダの中の第

５２号というＰＤＦファイルをお開きください。 

 議案第５２号築上町通学路安全推進協議会委員の委嘱及び任命についてでございます。こちら

につきましては、築上町通学路安全推進協議会設置要綱第３条第２項の規定に基づき、教育委員

会の承認を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、２ページ目に、委員の任命・委嘱者の予定の表を掲載しております。こ

の中で、１番から３番と６番から７番、これにつきましては委嘱という形で組織の外部、そちら

からの委員になっていただくということでございますので、各所属長からの選任書を提出いただ

いて今回委嘱するものとなっております。４番、５番につきましては、役場の中の部局になりま

すので、任命という形で処理させていただきます。 

 なお、当該協議会につきましては、各学校から危険箇所についての報告が毎年ございますので、

校区内における通学路の危険箇所について、児童生徒が安心して通学できるように、通学路の安

全対策について協議・検討を行う場となっております。 

 現在は、各学校から危険箇所の報告を上げてもらう状態、待っている状態です。それが出そろ

いましたら協議会を開催していくという運びになっております。 

 委嘱・任命につきましては、会議の初回、第１回目の会議のときに任命・委嘱状をお渡しする

ということで、任期は年度末までの予定としております。 

 簡単ではございますが、説明は以上となります。よろしく御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ただいま事務局から議案第５２号について説明がございました。 

 ちょっと確認ですけれども、この資料の１番から７番までについている、横に委嘱と任命と書

いていると思いますが、今の説明では、６が委嘱と言われたように思いますが。 

○学校教育課課長補佐（中原 寿浩君）  ６番は誤植で「委嘱」でございます。失礼いたしました。 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、６番が今「任命」となっておりますが、「委嘱」という

ことで訂正をお願いいたします。 

 それでは、ここで委員の皆様から御質問、御意見を受けたいと思います。どなたかございませ

んでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、御質問、御意見がないようですので、議案第５２号について承認することに御異議
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ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○教育長（久保 ひろみ君）  異議なしと認めます。議案第５２号築上町通学路安全推進協議会委

員の委嘱及び任命については承認されました。 

 以上で議事は終了いたします。 

（６）連絡事項 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、続いて、事務局から連絡事項をお願いいたします。 

○学校教育課長（則松 裕司君）  学校教育課、則松でございます。連絡事項４点ございます。 

 まず１点目が、次第に記載しております築上町教育委員会の学校訪問についてでございます。

こちら、記載のとおりでございますので、御確認のほどよろしくお願いいたします。 

 ２点目が、次回会議の日程でございます。次回の会議は７月２３日木曜日１０時３０分から、

今日と同じ会場でありますので、出席のほどよろしくお願いします。 

 それから３点目、先ほど閉校の助成金の関係でありましたが、閉校する４校の閉校式の日程が

決まりましたので、御紹介させていただきたいと思います。詳細についてはまた決まり次第御案

内したいと思います。３月６日土曜日が椎田小学校、それから３月７日日曜日が西角田小学校、

それから次の週になりますが、３月１３日土曜日が小原小学校、翌日の３月１４日日曜日が葛城

小学校ということになっております。また詳細なスケジュールが決まりましたら、繰り返しにな

りますが、委員の皆様に御案内したいと考えております。 

 それから４点目です。会議終了後に事務局から１点御報告がございますので、おおむね１０分

程度を予定しておりますので、御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  今、事務局のほうから連絡事項ありました閉校式等の確認あります

が、また詳細については文書等で御案内をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 ほかに連絡事項はございませんか。 

（７）その他 

○教育長（久保 ひろみ君）  委員の皆様方、そして事務局のほうからその他、何かあれば、ぜひ

ここで出していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。行實委員、お願いします。 

○委員（行實 鉄平君）  すいません、２点ほど、その他でよろしいでしょうか。 

○教育長（久保 ひろみ君）  はい。 

○委員（行實 鉄平君）  全体を今回通してといったところの部分での確認、質問なんですけれど

も、まず１点目は、町内における部活動の改革の状況を審議会等も含めて確認できたらなと思っ

ています。 
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 今日、今、拠点校のお話あったりだとか、あと、不登校の子どもたちがかなり部活動でまた学

校に来てもらえるような、だから、部活動の在り方みたいなものをうまく改革できれば、不登校

児のよりどころにもなってくるような、何かそんな期待もあるのかなというふうに思っていまし

て。コミュニティ・スクールと併せた形で、何か部活動が地域と家庭とをつないでいくようなそ

ういった、働き方改革、もちろん先生方もありますけれども、何か新しいアイデア等を何か見つ

けて部活動をうまく機能させていくことができるんじゃないかなというふうに思いましたので、

今、協議会等を多分進められていると思いますが、その状況をちょっと確認できたらなと思って

のがまず１点目です。お願いします。 

○教育長（久保 ひろみ君）  それでは、地域展開の部分で今の進捗状況を課長のほうから説明し

てもらえればと思います。 

○学校教育課長（則松 裕司君）  学校教育課、則松でございます。地域展開は、ソフトテニスと

軟式野球で取り組んでおります。 

 ソフトテニスにつきましては今年の３月から、休日の練習をしいだコミュニティ俱楽部にお願

いしておりまして、今年度も継続しています。 

 軟式野球については、逆に平日の練習をしいだコミュニティ俱楽部にお願いしておりまして、

現在、椎田中学校のみお願いしている状況でございます。こちらについても、築城中学校のほう

で３年生が卒部すると人数が足りなくなるということで、今後、拠点校か合同部活動ということ

で両校が検討・協議しておりまして、いずれにしても、８月からは築城中学校も加わって、平日

の練習についてはしいコミにお願いするという状況でございます。 

 その他の部活についても、単体で活動が維持できないという部活も出てまいりますので、今後、

両中学校とも協議しながら、なるべくどちらかの学校に集約して、しいだコミュニティ俱楽部で

指導者が確保できるものはしいだコミュニティ俱楽部にお願いし、また、教職員の兼職・兼業の

規定も整備しましたので、各部活動の方針が決まりましたら、教職員にも協力をお願いしたいと

考えています。教職員に加えて役場の職員、町内に自衛隊もありますので、自衛隊等にも指導の

協力をお願いしてまいりたいと考えている状況でございます。 

 以上でございます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  加えまして、先日来、生涯学習課長と、それから私としいコミの久

本理事、それから中山さんと話合いを持つ機会がありまして、その中で、しいコミのほうもかな

り運動部活動の地域展開のコーディネートとかそういう部分でできるのではないか、意欲を見せ

てくださっておりまして、実際にどういう形ができるかというプレゼンをさせてほしいという申

入れが実はあっておりまして、その辺を出してもらいながら協議会の中でも話合いをして、本町

らしい取組ができればというところで今来ておりまして、早速、南関をはじめ、先進地の視察も
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行かせてもらって進めていきたいなというようなことを先日話しましたので、何か付け加えるこ

とがありましたら生涯学習課のほう、課長のほうであれば。いいですか。──今、そういうよう

な状況でございます。少しスピードを上げて地域展開の方向性をつくっていこうという状況にな

っております。 

〔発言する者あり〕 

○教育長（久保 ひろみ君）  すいません、ちょっと聞こえなかったので、もう一度お願いしてい

いですか。 

○委員（行實 鉄平君）  すいません。既存の共通種目をどう生かしていくのかだけではなくて、

文化部も含めて、クロスカルチャーの部活、新しい部をイメージするというか、子どもたちのも

ちろんニーズはあると思うんですけれども、今日お伺いしていた不登校の子たちが部活動で学校

に来るというような事例もあるということなので、そういった何か開かれた、固定化したメン

バーではなく、いろんな子たちが来るとやっぱり行きやすいということだと思うんですよね。何

かそういうもうちょっと広い意味で、視点で子どもたちの意見を聞きながら何か進められるとい

いかなというふうに思いましたので、すいません、コメントです。 

○教育長（久保 ひろみ君）  まさに、ｅスポーツとか、本町で神楽とかも実は取り組んでいる地

域もあるんですよね。ですから、今、部活には神楽等はないんですけれども、そういうものを部

活に入れていくとか、女性、女の子、男の子、問わないんですけれども、ダンスとかいろんな今

まで部活になかったものにも興味を持っているというお子さんもいるということで、アンケート

調査等もしていますので、できれば広く、スポーツに特化したものだけではなくて、体力づくり、

仲間づくりみたいなのができるものも幅広く考えていきたいと思っております。ありがとうござ

います。 

○委員（行實 鉄平君）  引き続き御検討よろしくお願いします。 

○教育長（久保 ひろみ君）  はい。ありがとうございます。もう一点、先生。 

○委員（行實 鉄平君）  あともう一点、すいません、長くなって。 

○教育長（久保 ひろみ君）  お願いします。 

○委員（行實 鉄平君）  教育長報告の資料を見させてもらったときに、一つ、水泳の事故防止に

ついてという情報が入っておりました。個人的に非常に水泳の在り方というのは興味・関心を持

っておりまして、これからのシーズン、僕も統計調査を見ていると、非常に溺者というか、事故

が増えてきているんです、近年。死亡事故につながるケースもかなり水泳の事故というのは普通

の事故と違って高いので、ここをどうしていくのか。特に中学校、小学校に下りるにつれて、学

校の先生方もなかなか水泳の指導の充実というのは難しいという現実もあったりだとか、施設の

老朽化とかっていう複合的な要素もあったり、あと、学習指導要領がいわゆる心得だけを示せば
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いいというような、ちょっと骨抜きな形であるというのもあって、充実した水泳授業というのが

安全教育も含めてなかなか実態としてなされていないケースが多々見られるわけなんですけれど

も、当町における状況といったところの部分を確認できたらなと思いますし、あと、一つのアイ

デアとして、昨年、県の体育研究所が民間の活力も活用して水泳の授業を取り組む、いわゆるス

イミングスクールと協力して水泳の授業をやっていくという、かなり踏み込んだ報告書なんかも

出されていて、僕もそれ、ちょっと一緒に関わらせてもらったんですけれども、そういうのもあ

りますので、ぜひとも、状況を知れたらなというふうに思いますし、お困り事、そういうのがあ

れば先生方の、そういった情報もあるので提供していただけたらなというふうに思ってはいます

が、いかがでしょうかということで。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございます。水泳の授業については、本町ではＢ＆Ｇの

指導者がおりまして、全ての学校ではないんですけれども、着衣泳等を行って、まず、その学習

をしてからいろんな泳力をつける指導に入っていきますので、ほかの町と少し違うところはあり

ます。役場の職員になるんですけれども、指導者の資格を取っている者がおりますので、その方

が一緒にプールの授業に入るということはしておりますが、補足があれば事務局から説明しても

らえればと思いますが、いかがでしょうか。 

○スポーツ振興係長（野村 仁資君）  生涯学習課スポーツ振興係の野村でございます。先ほど、

教育長からも着衣泳等のお話がありました。町職員でＢ＆Ｇの受講をした指導員が在籍しており

ます。各学校から希望を取りまして、夏休み前に着衣泳ということで、実際に服を着て靴を履い

て泳いでもらう体験、また、一人で助けに行くのは大変困難ですので、周りの大人を絡めて呼ぶ

ような安全管理等を指導員が行っております。 

 生涯学習課としては以上です。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ほかございませんか。今、そのような状況です。新しい学校なんで

すけれども、プールが実はありません。それで、実際にはＢ＆Ｇのプールにこれから行くとか、

そういう形で行わなければなりませんので、今後は、民間の力を借りながら進めていかなければ

ならないなと思っておりますので、また御助言いただければありがたいなと思っております。 

○委員（行實 鉄平君）  いや、ありがとうございます。むしろＢ＆Ｇで安全、水泳、そういった

安全教育をやられているというのはすばらしい取組だなと思って。民間委託しても、むしろ４泳

法ばっかりというのは、これも逆によくない話ですので、あくまでも水泳の授業、幼少期におい

ては、やっぱり安全教育というのは一つの軸にしてもらいたいなというふうには個人的には思っ

ていましたので、すばらしい取組を既にやられているというのを知らなくてすいませんでした。

ありがとうございます。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございました。 
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 それでは、ほかに皆様、委員の皆さん、何かありませんか。折本委員、お願いします。 

○委員（折本 美佐子君）  折本です。お知らせといいますか、来週の金曜日、７月３日の１０時

に冨永さんが来庁されます。主な理由は、築城中学校で今年の合唱文化発表会で「築上の風」を

全校合唱したいということで、音楽科の山本先生から私に昨年ぐらいから御連絡を頂いておりま

して、山本先生が中学生用にアレンジしてくれました。それをいよいよ文化祭に向けて練習に入

るということで、作詞・作曲をされた冨永裕輔さん、観光大使ですね、冨永裕輔さんから、ぜひ

動画でこの曲に込めた思いを子どもたちに伝えてほしいという依頼があったんです。それを冨永

さんに私がお伝えしたところ、動画ではやっぱりなかなか思いが伝わりにくいので、もし都合が

合えば行きますよということを言ってくださって、それで、いい日にちが見つかりまして、３日

にボランティアで来てくれます。お昼前の４時間目の授業で、３年生対象になんですけれども、

この曲に込めた思いを直接伝えてくれるということです。 

 また、なぜ３年生かというと、「築上の風」の間奏部分のところが何小節かあるんですけれど

も、そこの部分に、３年生に授業の一環として「あー」とか「うー」とかでハモリを勉強の一環

で入れてもらうということを試みるということで、３年生の授業に１時間入ってもらうようにい

たしました。 

 その前に役場に来ていただきまして、教育長に、来年に向けての新しい学校の進捗状況とか、

学習内容のこととか、インタビュー形式でやっていただき、その内容を７月１１日のＣＲＯＳＳ 

ＦＭ「なんでもゆーすけ！」で放送されるということです。その収録に１０時から役場に来てく

れます。こんな感じです。 

 以上、お知らせでした。 

○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございます。本町の観光大使のシンガーソングライター

の冨永裕輔さんが来られて、学校の授業支援、そしてまた、本町のＰＲもしてくれるということ

ですので、非常に楽しみにしているところです。折本先生、ありがとうございます。 

○委員（折本 美佐子君）  すいません、付け加えですけれども、小中一貫になっていきますが、

合唱ということで、小学校は８校が今まで３年間、一堂に集まって、これは私が編曲した「築上

の風」を築上町の５、６年生が一堂に集まって合唱しております。３年間やりまして、今年で

４回目になるんですけれども、今までは中学校は音楽の先生がいらっしゃいますが、なかなかつ

ながらなかったんですけれども、今回、ぜひ築城中学校でやりたいということで、それがかなう

ようになりました。うれしいことです。これができれば、この「築上の風」という曲を通じて、

小中共有できるものが一つできるかなと思います。今後、椎田中学校のほうにもそれがつながっ

ていけばいいなというところです。 

 以上です。 
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○教育長（久保 ひろみ君）  ありがとうございました。 

 その他で、委員の皆さん、ご意見、ご質問はございませんか。大丈夫ですか。 

報告２ 教育委員会事務局職員の人事異動について【非公開】 

（８）閉会 

○教育長（久保 ひろみ君）  以上で、全ての会議日程が終了いたしました。これで令和８年６月

の定例会を閉会いたします。御審議ありがとうございました。 

午前１１時２８分閉会 

────────────────────────────── 


